
読書週間の歴史（読書推進運動協議会のホームページより）
終戦まもない１９４７（昭和２２）年，まだ戦火の傷痕が至るところに残っている中で，「読書の力

によって，平和な文化国家を作ろう」という決意のもと，出版社・取次会社・書店と公共図書館，そし

て新聞・放送のマスコミ機関も加わって，１１月１７日から，第１回『読書週間』が開催されました。

そのときの反響は素晴らしく，翌年の第２回からは期間も１０月２７日～１１月９日（文化の日を中心

にした２週間）と定められ，この運動は全国に広がっていきました。そして『読書週間』は，日本の国

民的行事として定着し，日本は世界有数の「本を読む国民の国」になりました。

今，電子メディアの発達によって，世界の情報伝達の流れは，大きく変容しようとしています。しか

し，その使い手が人間である限り，その本体の人間性を育て，形づくるのに，「本」が重要な役割を果

たすことは変わりありません。暮らしのスタイルに，人生設計の中に，新しい感覚での「本とのつきあ

い方」を取り入れていきませんか。

北海道では一気に季節が進み，冬目前というところです。皆さんは，北海道の短い

秋をどのように過ごしていらっしゃいますか。「○○の秋」と表現されるものが様々

ありますが，その１つに「読書の秋」があります。今はまさに読書週間真っ只中です。

そこで，「読書週間の歴史」について紹介します。

〒070-8014  旭川市神居４条１９丁目 Tel:0166-６１-８２９８

旭川市立神居東中学校

令和３年度 学校だより

令和３年11月２日(火)発行

発行責任者 主幹教諭：大橋英興

を果たしました。男子は初優勝，女子は

国中学駅伝大会に出場します。

ました。昨年は新型コロナウイルス感染症の拡大で全国大会が中止となり，その悔しさをバネに，「今年は

女子も男子も，みんなで全国で走る」ことをチーム全員が目標に，宣言期間中は個人で自主トレーニングに

励みました。女子は，

高校

区間賞の選手は誰もいません。しかし，最終６区のラスト１

た。陸上は個人競技の要素が強い競技ですが，“駅伝”は襷をつなぐチームでの勝負になります。阿部広嗣

監督の指導の下，互いに支え合い，切磋琢磨しながら，時には，競い合いながら，

した。男女とも，序盤リードされながらも“諦めない心”“仲間を信じる心”で襷を繋ぎ，力を集結させて

優勝しました。神居東中学校の全校生徒，教職員，保護者，地域住民，多くの人々に大きな感動と勇気を与

えてくれました。全国大会での走りにも期待しています。

本校では，８：２５～８：３５の１０分間「朝読書」を行っています。早く登校した人の中には，時

間前から本を開いている人もいます。この時間，生徒たちは読書に集中し，大変落ち着いた雰囲気で１

日をスタートしています。

また，図書常任委員や学校司書の松川さんが，学校図書館の読書環境を

整えてくれています。昼休みを中心に図書館を開放しています。コロナ禍

のため，なかなかたくさんの人が入ることはできませんが，１度来館して

みてほしいと思います。

読書の効果は，①ボキャブラリーが増えコミュニケーションスキルがアップする ②想像力が

豊かになる ③やる気が出てきて行動力や実行力がアップする ④情報をそのまま受け取らず

自分の考えをもつことができる ⑤感性が磨かれる ⑥読書に没頭することでストレス解消につ

ながる のだそうです。読書週間の今，各家庭におかれましては，ぜひ，読書の時間を設けて，できれ

ば家族そろって，秋の夜長に家族団らんのひとときを楽しんでいただければと思います。

校 長 岡 﨑 良 昭

トボール新人大会兼全道新人北大会予選会」において，男女バス

ケットボール部がともに優勝を飾り，

幌町で行われる全道新人北大会への出場を決めました。男子は，

上川代表決定戦準優勝メンバーがそのまま残り，優勝候補として

大会に臨みました。プレッシャーがかかる中での試合でしたが，

それをはねのけての優勝でした。女子はどのチームが勝つか予想

がつかない混戦の中，当麻中に

接戦を制し，平成

大会での活躍を期待しています。

新型コロナウイルス感染症の拡大のため，学校祭の内容を大幅に変更し，合唱コンクール部門のみを

｢合唱祭｣という名称で行います。各ご家庭1名ではありますが，お子さまの所属する学年のみ，鑑賞を

可能といたします。子どもが心を込めて歌う姿を見ていただきます。

・１学年 ９：５０開始（ ９：３５受付， ９：４０入場）

・２学年１０：２０開始（１０：1０受付，１０：１５入場）

・３学年１０：５５開始（１０：４５受付，１０：５０入場）

・保護者席は，生徒のくじ引きにより，予め

決めさせていただきます。指定された席

にお座りください。

・当日は，生徒玄関からお入りください。

出口は体育館玄関になります。



10月10日(日)第39回北海道中学校駅伝競走大会が新得町で行われ，神居東中学校が男女ともに見事優勝

を果たしました。男子は初優勝，女子は4連覇を成し遂げました。男女とも12月19日滋賀県で行われる全

国中学駅伝大会に出場します。8月下旬からの緊急事態宣言により，チームでの練習ができない期間があり

ました。昨年は新型コロナウイルス感染症の拡大で全国大会が中止となり，その悔しさをバネに，「今年は

女子も男子も，みんなで全国で走る」ことをチーム全員が目標に，宣言期間中は個人で自主トレーニングに

励みました。女子は，4連覇の重圧が懸かり，さらに，昨年まで3年連続で区間賞の鈴木瑠夏さん(仙台育英

高校)が卒業し，絶対的エースが不在の中，チームで団結して走りきりました。男子にも，エースはいません。

区間賞の選手は誰もいません。しかし，最終６区のラスト１kmで逆転。チームの総合力で初優勝を遂げまし

た。陸上は個人競技の要素が強い競技ですが，“駅伝”は襷をつなぐチームでの勝負になります。阿部広嗣

監督の指導の下，互いに支え合い，切磋琢磨しながら，時には，競い合いながら，｢チーム力｣を高めてきま

した。男女とも，序盤リードされながらも“諦めない心”“仲間を信じる心”で襷を繋ぎ，力を集結させて

優勝しました。神居東中学校の全校生徒，教職員，保護者，地域住民，多くの人々に大きな感動と勇気を与

えてくれました。全国大会での走りにも期待しています。

各区間順位

＜男子＞1区:4位 2区:5位 3区:2位 4区:2位 5区:3位 6区:2位

＜女子＞1区:9位 2区:1位 3区:3位 4区:1位 5区:1位

男女優勝の｢Wサ

イン｣でゴールす

るアンカー

４連覇｢Wピース｣

でゴールするアン

カー

１日(月)

８日(月)

９日(火)

10日(水)

12日(金)

16日(火)

22日(月) 

24日(水)              

25日(木)

26日(金)

常任委員会

PTA本部役員会

合唱祭

1,2年学力テスト

3年学力テスト(総合C)

いじめ撲滅集会

保護者面談(1,2年)

三者面談(3年) ～24日(水)   

租税教室(3年)

1,2年放課後学習会

1,2年放課後学習会

定期テストⅡ(1,2年)

定期テストⅡ(1,2年)

10月23,24と30,31日に行われた「旭川地区U15バスケッ

トボール新人大会兼全道新人北大会予選会」において，男女バス

ケットボール部がともに優勝を飾り，12月24日から網走市･美

幌町で行われる全道新人北大会への出場を決めました。男子は，

上川代表決定戦準優勝メンバーがそのまま残り，優勝候補として

大会に臨みました。プレッシャーがかかる中での試合でしたが，

それをはねのけての優勝でした。女子はどのチームが勝つか予想

がつかない混戦の中，当麻中に1点差，上富良野中には2点差の

接戦を制し，平成26年度以来となる優勝に輝きました。全道北

大会での活躍を期待しています。


